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１ 志望校決定にあたって 

 （１）第１志望とする上級学校の選択・決定 

     進学を志望する上級学校の選択・決定において判断する材料として、次のようなものが考えられ

ます。 

⚫ カリキュラム：興味関心、更なる上級学校への進路や資格取得など 

⚫ 生徒本人との相性：現在の実力や性格など 

⚫ 立地：自宅からの距離や交通経路など 

⚫ 施設面：校舎や設備など 

⚫ 経済的な負担：受験料、入学金や授業料など ※私立学校は、学校により費用が異なります 

     他にもご家族で検討すべき材料がありましたら、しっかりと話し合ってください。 

これらのことを総合的に判断し、「進学したい」と考えられる学校を第１志望としましょう。 

 

 （２）併願校の検討 

      第１志望とする学校が決まった場合でも、併願校の検討を行いましょう。併願校とは、第１志望

がかなわなかった場合に進学する学校となります。第１志望校同様、上記（１）の判断材料をもと

に、検討しましょう。 

      併願校の受験には次のような場合があります。 

    ①併願優遇制度を利用する場合 

     第１志望校の結果次第の入学を前提として優遇措置を受けられる制度です。併願優遇の条件（都

立高校のみ対象、都立・私立どちらも対象）や受験条件（内申点や欠席日数など）を確認したう

えで、個別相談→入試相談を行います。入試相談はご家庭の意思を確認し、学校間で行います。 

    ②併願優遇制度を利用しない場合 

     一般入試での受験となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 都立高校の入試 

１．令和 5 年度入学者選抜における主な変更点 

   （１）出願手続き 

       推薦に基づく選抜、第一次募集・分割前期募集において、インターネットを活用した出願を導入

する。全校において、志願者がインターネット上の出願サイトにおいて志願者情報等を入力するこ

とにより行う。 

      ＜出願に必要な書類＞ 

      推薦に基づく選抜 

       ・推薦書（学校長による） 

       ・調査書（学校が作成） 

       ・入学願書（インターネットの出願サイトへ志願者情報を入力） 

       ・自己ＰＲカード 

      第一次募集・分割前期募集 

       ・調査書（学校が作成） 

       ・入学願書（裏面に考査料の領収書を添付する） 

       ・自己ＰＲカード（面接を実施する高校のみ提出） 

       ・中学校英語スピーキングテスト（ESAT-J）スコアレポート 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）男女別定員の緩和 

  令和 5 年度入学者選抜においては、男女別定員のうち、男女合同で決定する割合を 20％にする。 

 

（３）東京都中学校英語スピーキングテストの結果活用 

    新たに、東京都中学校英語スピーキングテストの結果を入学者選抜に活用する。 

活用区分は、第一次募集・分割前期募集（エンカレッジスクール、チャレンジスクール、英語学力

検査を実施しない学校等は対象外）とし、スピーキングテストのＡからＦまでの６段階の評価を、

２０点満点に点数化する。 

 

 

 

（４）入学願書の性別欄廃止 

  入学願書における性別欄は原則廃止とする。 

 

（５）電子ファイルへの入力及び印刷による作成を認める様式 

    これまでは、志願者が作成する自己ＰＲカード（様式 12）、自己申告書（様式 13）、志願申告書

（チャレンジスクール用）については、事故や病気、障害等により志願者本人による記入が困難な

場合を除き、原則本人の手書きのみを認めていたが、これを見直し、手書きに加え、電子ファイル

への入力及び印刷により作成し提出することを認める。 

 

（６）調査書及び調査書記載成績通知書の「出欠の記録」欄の削除 

    これまでは、調査書及び調査書記載成績通知書に「出欠の記録」欄を設けて いたが、これを見

直し、「出欠の記録」欄を削除する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合得点（1020点）＝学力検査の得点（700点）＋調査書点（300点）＋ESAT-J 点（20 点） 



２．推薦に基づく選抜（推薦入試）  

（１）推薦入試の種類 

Ａ 一般推薦 

一般推薦に志願する意思があり、在学している中学校長の推薦を受けた生徒が応募でき

ます。 

Ｂ 文化・スポーツ等特別推薦 

文化・スポーツ等特別推薦に志願する意思があり、在学している中学校長の推薦を受けた

生徒が応募できます。実施する学校としない学校があります。募集人数は、一般推薦の募

集人員に含まれます。 

       C 理数等特別推薦 

        理数等特別推薦に志願する意思があり、在学している中学校長の推薦を受けた生徒が応

募できます。 

 

（２）募集定員の割合  

・全募集人員の２０％～３０％（正確な募集人員は 10 月中旬に決定され都立高校入学者

選抜実施要綱にて発表されます。） 

・普通科の募集枠は２０％と狭く、その狭い枠に多くの志望者が集まるので推薦入試の

倍率は高くなります。 

 

（３）出願 

・志願者がインターネット上の出願サイトにおいて志願者情報等を入力することにより

行います。 

・推薦入試を受検する場合、中学校長の「推薦書」が必要になります。 

・志望校は、第 1 希望の学校でなければ受検できません。合格したら必ず入学しなけれ

ばならないからです。 

・志望校は、その同じ高校の中にいくつかの学科がある場合は、第２志望の学科を指定す

ることができます。（例：八王子桑志高校の産業科のデザイン分野と同じ産業科のクラフ

ト分野など。） 

・特別推薦に志願する人は、同時に同じ高校の一般推薦にも出願できます。 

（入学考査料 2,200 円は 2 回分必要） 

・推薦入試では志望校の変更はできません。 

・「入学願書」「自己 PR カード」「調査書」一般推薦は「一般推薦書」、特別推薦は「文化・

スポーツ等特別推薦書」を提出します。 

 

（４）入学考査料 

区分 入学考査料 

全日制課程 2,200 円 

定時制、通信制課程 950 円 

※推薦入試、一般入試ともに同額です。 



（５）自己ＰＲカードについて 

志願者は全員「自己ＰＲカード」を出します。これは、「志望理由」、「中学校生活の中

で得たこと」、「高等学校卒業後の進路」の３つの欄から構成されていて、各高校があらか

じめ示す「本校の期待する生徒の姿」を参考にして自分で記入します。（添付資料参照） 

 

（６）検査 

一般推薦の志願者全員に個人面接を実施します。また、小論文または作文、実技検査、

そのほか学校が設定する検査のうちから 1 つ以上の検査を実施します。特別推薦の場合

は、志願者全員に個人面接または集団面接及び実技検査を実施し、その他の検査内容につ

いては、当該都立高校長が定めます。 

  



３．学力検査に基づく選抜（一般入試） 

（１）募集について 

A 第一次募集･･･全日制、定時制とも同一日程で行います。 

B 第二次募集･･･第一次募集で定員に達しない場合は第二次募集を行います。 

C 分割募集･････あらかじめ、募集定員を前期、後期に分けて募集する方法です。 

実施校：田園調布高校、深沢高校など 

 

（２）出願 

・志願者がインターネット上の出願サイトにおいて志願者情報等を入力することにより行

います。 

・都立推薦入試に合格した生徒は出願できません。また、都立産業技術高専に合格した場合

は、出願していても受検することはできません。 

・入学願書には、第１志望として○○高校、○○科と記入します。ただし、その志望校の中

に複数の学科や部がある場合は、ほかのすべての学科や部に志望順位をつけることがで

きます。（芸術科は除く） 

・「入学願書」「入学考査料」「調査書」、面接がある場合は「自己ＰＲカード※」を提出しま

す。面接がない場合は、入学手続き時に提出します。※推薦入試の（５）「自己ＰＲカード」を参照 

 

（３）志願変更 

・１回のみ志願変更が可能です。ただし、条件があり全日制高校に出願していた人がチャレ

ンジスクール（六本木など）や昼夜間定時制高校（一橋や浅草など）に変更することはで

きません。逆に、チャレンジスクールや昼夜間定時制高校から全日制への変更は可能です。 

 

（４）学力検査 

学力検査の内容と調査書の比率は以下のようになっています。 

（詳細は、「東京都立高等学校に入学を希望する皆さんへ」の冊子の p.36～参照） 

課程・募集の別 学力検査の教科 学力検査と調査書

の比率 

全日制課程 第一次募集・分割前期募集 国・数・英・社・理 ７：３ 

第二次募集・分割後期募集 国・数・英 ６：４ 

定時制・昼夜間定

時制課程 

第一次募集・分割前期募集 ５教科～３教科 ７：３または６：４ 

第二次募集・分割後期募集 国・数・英 ６：４または５：５ 

通信制課程 各校が定める 各校が定める 

・学校によっては学力検査に加え，面接、作文または小論文、実技検査を実施する場合があ

ります。 

・定時制課程、昼夜間定時制課程では、面接を必ず実施します。 

・一部学校で、傾斜配点を実施します。（以下は令和 4 年度実施校） 

普通科（コース制）：深川高校（英 2倍）、松が谷（国・英 2倍）、小平（英 2倍） 

専門学科：国際（英 2 倍）、科学技術（数・理 1.5 倍）、大田桜台（国・英・社 1.5 倍）、 



千早（国・英 1.5倍）、多摩科学技術（数・理 1.5倍） 

・チャレンジスクールとエンカレッジスクール、及び八王子拓真高校（チャレンジ枠）は、

学力考査は行いません。 

 

（５）エンカレッジスクールについて 

実施校：足立東、秋留台、練馬工業、蒲田、東村山、中野工業 

＜特徴＞ 

・「エンカレッジ」とは「力をつける」「勇気づける」「励みになる」などの意味で、本来持

っている自分の力を十分に発揮できずにいる生徒に学習する意欲をわかせ、社会生活で

送る上で必要な基礎的・基本的学力を身につけるようにする全日制普通科の高校です。 

・1 年次授業・・・30 分授業を実施し、午前中は座学、午後は体験学習及び選択授業が中心

となるように時間割編成を工夫しています。 

・体験学習、自分の興味にあった内容選択制、習熟度や少人数授業の実施を導入しています。 

＜入試について＞ 

・学力検査は行いません。調査書（観点評価による）、面接、小論文または作文および実技

検査にて選考します。 

 

（６）チャレンジスクールについて 

実施校：桐ヶ丘、世田谷泉、大江戸、六本木、稔ヶ丘、小台橋 

＜特徴＞ 

・主に、小・中学校で学校になじめず不登校の経験があったり、高校で長期欠席等が原因で

中途退学を経験したりして、これまで能力や適性を十分に生かしきれなかった生徒が、自

分の目標を見つけ、それに向かってチャレンジする学校です。 

・4 年間かけて学ぶことを基本としますが、他部の科目の履修により、3 年間での卒業も可

能です。 

・カウンセリングや教育相談の充実など、心のケアに配慮したきめ細かい指導を行います。 

 

 

 

 

 

 

 



４．都立産業技術高等専門学校について 

５年間で工業に関する専門的な内容を学びます。実践、体験も多いです。東京都立大学の所管で

す。出願書類は本人が手に入れます。 

推薦入試を受検する場合は、都立産業技術高等専門学校を第一志望とし、合格したら必ず入学しな

ければなりません。 

推薦入試は都立高校と同じ日程ですが、一般入試は都立高校より早いので、都立産業技術専門学

校が第一志望であれば、都立産業技術高等専門学校と都立高校両方に出願し、都立産業技術高等専

門学校不合格の場合、都立高校を受検できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推薦入試 

願書受付 令和 5 年 1 月 12 日(木)～1 月 18 日(水) 

検査   令和 5 年 1 月 27 日(金) 

合格発表 令和 5 年 2 月 2 日(木) 

一次募集 

願書受付 令和 5 年 2 月 1 日(水)～2 月 7 日(火) 

検査   令和 5 年 2 月 15 日(水) 

合格発表 令和 5 年 2 月 20 日(月) 



５．インフルエンザ等の学校感染症罹患者等に対する追検査・追追検査 

    （１）募集について 

第一次募集において、インフルエンザ等に罹患した者、学校保健安全法第 19 条により中

学校長が出席停止の措置を行った者又は新型コロナウイルス感染症への感染が疑われる

者等、第一次募集で出願した都立高校を受験することができなかった者に対して追検査

が実施されます。 

 

（２）日程 

    追検査： 

出    願 令和５年 3 月６日（月） 

学 力 検 査 令和５年 3 月 9 日（木） 

合格者の発表 令和 4 年 3 月 15 日（水） 

 

 

 

（３）出願 

    追検査用の入学願書を使用します。医療機関の証明書又は中学校長が出席停止の措置を

行ったことについて証明する書類を添付して出願します。入学考査料として全日制 2,200

円、定時制 950 円が必要です。 

 

（４）学力検査 

学力検査（共通問題）は国語、数学、英語の 3 教科（各 100 点満点） 

※分割後期募集・全日制第二次募集で使用する検査問題と同一です。 

※チャレンジスクール及び八王子拓真高校においては、学力検査を実施しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 私立高校の入試 
学校によって違うので、必ず、受験する学校の学校説明会、合同説明会などで確認してください。 

 

１．推薦入試 

自己推薦と学校推薦があります。学校推薦については、以下のとおりです。 

（１）受験 

以下の①～④を全て満たす必要があります。 

① 受験する私立高校が第 1 志望であること。 

② 中学校長の推薦があること。 

③ 各私立学校が決めている推薦基準に該当すること。（学校により異なる。） 

  （例）〇〇高校の場合 

     3 科 10 以上または 5 科 16 以上または 9 科 30 以上（１は不可） 

     3 年間の欠席日数が 30 日以内 

④ 志望する私立高校の個別相談を受けていること。 

 

（２）選抜の方法 

「書類選考」「作文」「面接」「実技」「適正検査」の中から、各私立学校が自由に選んで実

施します。 

 

（３）入試相談について 

私立高校の推薦入試の受験を希望する場合や、併願優遇を利用して私立高校の受験を希

望する生徒について、その学校の基準に達しているか、どのような中学校生活を送ってき

た生徒なのかを確認し、その上で、私立高校から在籍する中学校の先生に「合格の可能性」

が伝えられる場です。ほとんどの私立高校では入試相談を受けないと推薦入試を受ける

ことができません。12 月 15 日以降の数日間で行われます。 

 

（４）日程 

出願開始期日：令和 5 年 1 月 15 日以降 

選抜開始期日：令和 5 年 1 月 22 日以降  （学校により異なる） 

 

 

 

 

 



２．一般入試 

併願優遇を利用して受験、利用しないで受験（いわゆるフリー受験）があります。 

（１）選抜の方法 

学力検査、調査書、面接などにより、各私立学校が行います。「国語・数学・英語・面接」

のパターンが多いですが、学校により異なります。 

 

（２）日程（東京都の場合） 

出願開始期日：令和 5 年 1 月 25 日以降 

選抜開始期日：令和 5 年 2 月 10 日、11 日、12 日等  （学校により異なる） 

※複数校受験する場合は、受験日に注意が必要です。 

※千葉、神奈川の場合は日程が異なるので注意が必要です。 

 

（３）併願優遇 

・第 1 志望校（第 2 志望校まで対象になる場合もあります）が不合格の場合、必ず入学

することを条件に、入試得点に加点して優遇をもらう制度です。優遇されるため、合格

の可能性は高まります。 

・各私立高校の個別相談を受けて、受検基準に達しているか確認します。 

  （例）〇〇高校の場合 

     3 科 12 以上または 5 科 20 以上または 9 科 36 以上（１は不可） 

      ※同じ高校でも推薦入試の基準よりも高くなる傾向があります。 

     3 年間の欠席日数が 30 日以内 

・入試相談を行う必要があります。12 月の三者面談までには受験校を決めておき、担任

に相談する必要があります。校長の「推薦状」は必要ありません。 

・あくまでも優遇ですので、合格が確約されているわけではありません。当日の結果次第

で合格とならない場合もあります。 

・併願優遇を行わない私立高校もあります。 

事前に学校説明会などでしっかり話を聞いてください。 

  



 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


